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心 理 面学 習 面
生徒の状況に応じ
て個々に合った言
葉がけができる
生徒の状況に応じ
て個々に合った教
え方ができる
心理的距離物理的距離
・生徒の声を丁寧に聞
くことができる
・生徒の言葉の裏側に
あるものを読みとる
ことができる
・非言語的な表現を受
け取ることができる
・生徒が学習内容を
理解できているか
を判断できる
・得意／不得意の判
断
・生徒自身を気遣
う言葉がけがで
きる
・あめとむち
・採点方法の工夫
・中学校の学習の
文脈に沿った教
え方
・大学生と中学生
という距離感を
守ることができ
る
・個々の生徒に合っ
た立ち位置で寄り
添うことができる
・人数や教室の様子
に応じた距離で接
する事ができる
テュートリアルの実例 ６三重大学」、pp.１９４-２１９
２） ２００５（平成１７）年度 教員養成推進プロジェクト活動報告書、三重大学教育学部
３） ２００６（平成１８）年度より、三重大学の公式e-Learningシステムとして導入されたが、筆者らは、それに先立ち
２００５（平成１７）年８月より活用していた。
４） ２００４（平成１６）年度学部長裁量経費「教育学部の“PBLチュートリアルトレイニング”としての“教育実践へ
のアクションリサーチの研究”」（代表：森脇健夫）および、２００５（平成１７）年度学部長裁量経費「教育学部にお
けるPBL教育システムの改善とチューター制度の導入」（代表：森脇健夫）
５） 三重大学COE（B）である、「感性システムの構造化とそれを基盤としたアクションリサーチ的アプローチの可
能性の探求～「感じる力」を培う教育モデルの開発にむけて～」（通称Kanseiプロジェクト）が中心となって、
２００４（平成１６）年度から５年計画で、多領域の１０名によるメンバーが現場との協働研究を行っている（代表：根
津知佳子）。
６） 学力を測定のやりやすさから「見える学力」「見えにくい学力」「見えない学力」と３つに区分する考え方によ
ると、見える学力（例：知識、技能）、見えにくい学力（例：コミュニケーション力、思考力、表現力など）、見
えない学力（例：意欲・関心、感性など）に分類される。
７） その方法論の検討については、２００４（平成１６）年度Kanseiプロジェクト報告書 第４章pp.４５-５７を参照
２００５（平成１７）年度は、７月、１２月、３月、２００６（平成１８）年度には７月に大学と小学校と学生による合同研
修会を実施した。
８） ２００５（平成１７）年１０月２７日（木）に実施された検討会における資料
９） １９７５（昭和５０）年の文部省の「カリキュラム開発の課題─カリキュラム開発に関する国際セミナー報告書─」
の中でJ,Mアトキン氏が言及したもので、工学的接近（technologicalapproach）と対比されている。工学的接近
は、目標に準拠した評価が重視されるが、羅生門的接近は、目標にとらわれないさまざまな視点による評価が重
視される。
１０） ２００５（平成１７）年度学部長裁量経費「教育学部におけるPBL教育システムの改善とチューター制度の導入」（代
表：森脇健夫）
１１） プロジェクトを展開する“場”には、次のような特徴や制限があった。安全な活動であること、使用する材は
安価であること、子どもたちの出し物と内容が重複しないこと、活動時間は１１：１５から１４：２０の３時間に行うこ
と、前日の午後のみで“場”の設定ができることなど。
１２） 根津知佳子、森脇健夫、松本金矢、圓道衣舞、下垣温子、榊眸、安部剛：２００６年、「多様なかかわりを包含す
る“輪ゴムの部屋”の創出」、『大学教育研究─三重大学授業研究交流誌─』第１４号、三重大学共通教育センター
（印刷中）
１３） 松下佳代、２００５年、学力評価の新たな可能性、日本教育心理学会第４７回大会発表論文集、４７、pp.１８-１９、およ
び配布資料
松下佳代、２００５年、第２回教育のアクションリサーチ研究会、シンポジウム配布資料
１４） 教育学研究科２年安部剛、圓道衣舞が中心に作成した。検討は、教員と大学院生による自主的な授業（月曜日
４コマ）で行っている。LAに対するPAは２００６（平成１８）年７月１９日に実施した。
１５） 学生が「力」ではなく「チカラ」と書いている点は重視したい。チューターの一人は、教育学部の学生に求め
られる「力」を「底力」と表現し、「力強い感じ」を象徴させるために「SOKO-GIKARA」でも「SOKO-JIKARA」
でもなく「SOKO-ZIKARA」と標記している。
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